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分団員らが見守る中、初練習に臨む選手たち

写真左より、寺本町長、松本さん、大野さん、三上自衛隊和歌
山地方協力本部長

大西泰司 氏（70）
（野中 327-4）

写真左より前久保さん、西さん、田口さん、土井さん、
中内さん、東さん
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来
る
８
月
５
日
、
紀
の
川
市
に

お
い
て
開
催
さ
れ
る
和
歌
山
県

主
催
の
第
24
回
和
歌
山
県
消
防

ポ
ン
プ
操
法
大
会
に
、
海
草
郡
を

代
表
し
て
紀
美
野
町
消
防
団
第

12
分
団
（
上
神
野
地
区
）
が
小
型

ポ
ン
プ
操
法
の
部
に
出
場
し
ま

す
。
こ
の
大
会
は
、
消
防
団
員
の

士
気
の
高
揚
と
消
防
技
術
の
向

上
を
図
る
こ
と
に
よ
り
消
防
力

の
充
実
強
化
を
期
し
、
併
せ
て
消

防
団
員
相
互
の
親
睦
、
交
流
を
深

め
る
こ
と
を
目
的
に
２
年
に
１

度
開
か
れ
て
い
ま
す
。

５
月
15
日
、
午
後
７
時
30
分
か

ら
上
神
野
小
学
校
体
育
館
で
第
12

分
団
員
を
は
じ
め
、
地
元
区
長
さ

ん
、
消
防
署
員
ら
関
係
者
が
出
席

し
て
練
習
開
始
式
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
寺
本
町
長
を
は
じ
め
池
本
消

防
団
長
、
中
出
上
神
野
地
区
代
表

区
長
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
激
励
の
言

自
衛
官
募
集
相
談
員
の
紹
介

　

紀
美
野
町
で
は
次
の
方
に
、
紀

美
野
町
長
と
和
歌
山
地
方
協

力
本
部
長
の
連
名
に
よ
り
自

衛
官
募
集
相
談
員
を
委
嘱
し

て
い
ま
す
。

　

募
集
相
談
員
の
方
に
は
、
志
願

者
に
関
す
る
情
報
の
提
供
や
地

方
協
力
本
部
の
行
う
募
集
広
報

に
対
す
る
援
助
を
お
願
い
し
て

い
ま
す
。

■
相
談
員

　

大
野　

正
和
さ
ん（
神
野
市
場
）

　

松
本
恵
津
子
さ
ん（
神
野
市
場
）

■
問
い
合
わ
せ

　

自
衛
隊
和
歌
山
地
方
協
力
本
部

有
田
募
集
案
内
所 

平
成
24
年
春
の
叙
勲
に
お
い

て
、
大
西
泰
司
氏
が
瑞
宝
双
光
章

を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

和
歌
山
県
消
防
ポ
ン
プ
操
法
大
会
に
向
け

練
習
を
開
始
! !

紀
美
野
町
消
防
団 

第
12
分
団
（
上
神
野
地
区
）

葉
が
述
べ
ら
れ
、
最
後
に
東
分
団

長
よ
り
出
場
選
手
が
紹
介
さ
れ
ま

し
た
。

そ
の
後
、
消
防
署
員
の
指
導
の

も
と
小
型
ポ
ン
プ
操
法
の
練
習
が

開
始
さ
れ
ま
し
た
。

出
場
選
手
は
、

　
（
指
揮
）　

前
久
保　

治
氏

　
（
１
番
）　

西　
　

惇
之
氏

　
　
　
　
　

田
口　

晋
彬
氏

　
（
２
番
）　

中
内　

啓
光
氏

　
　
　
　
　

土
井　

俊
明
氏

　
（
３
番
）　

東　
　

啓
司
氏

の
６
名
で
す
。選
手
の
皆
さ
ん
は
、

こ
れ
か
ら
大
会
に
向
け
、
毎
週
２

回
（
火
曜
日
、
金
曜
日
）、
午
後

７
時
30
分
か
ら
９
時
30
分
ま
で

上
神
野
ス
ポ
ー
ツ
公
園
で
練
習

に
励
ま
れ
ま
す
。

氏
は
、
昭
和
36
年
に
下
神
野
郵

便
局
（
現
美
里
郵
便
局
）
に
奉
職
、

平
成
17
年
に
退
職
さ
れ
る
ま
で
44

年
の
永
き
に
わ
た
り
、
郵
政
事
業

の
発
展
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
間
、
昭
和
56
年
か
ら
24
年

間
美
里
郵
便
局
長
を
務
め
ら
れ
ま

し
た
。

こ
の
度
の
受
章
、
心
よ
り
お
慶

び
申
し
上
げ
ま
す
。

春
の
叙
勲

　
　
　

大
西
泰
司 

氏
に
輝
く

瑞
宝
双
光
章

　

有
田
市
宮
崎
町
１
０
６
‐
２

　

℡
０
７
３
７
‐
８
２
‐

６
６
３
１
又
は
０
７
０
‐

６
５
８
９
‐
０
３
２
６
又
は
、

住
民
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下

さ
い
。

平
成
24
年
度

防
衛
省
か
ら
の
お
知
ら
せ
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「海南市・紀美野町内の小中学生の虫歯予防ポスター及び歯・口の健康啓発標語展」
日　時　平成 24 年 6 月 9 日（土）午前 10 時～午後 4 時 30 分
　　　　平成 24 年 6 月 10 日（日）午前 10 時～午後 3 時 00 分
場　所　海南市保健福祉センター　2 階
主　催　海南・海草学校保健会、海南市・紀美野町教育委員会、海南歯科医師会

平成 24 年度　図画歯・口の健康に関する・ポスター展並びに歯・口の健康啓発標語展

平
成
24
年
度

　

紀
美
野
町
消
防
団
の
紹
介

紀
美
野
町
消
防
団

団　

長　
　

池
本　

光
男
氏

副
団
長　
　

佐
本　

重
秋
氏

副
団
長　
　

桐
浴　

靖
宜
氏

副
団
長　
　

澤　
　

秀
具
氏

各
地
区
の
分
団
長

第
１
分
団
長
（
下
佐
々
）
木
下　

富
夫
氏

第
２
分
団
長
（
動　

木
）
梅
原　

健
嗣
氏

第
３
分
団
長
（
小　

畑
）
中
屋　

仁
志
氏

第
４
分
団
長
（
柴　

目
）
橋
本　

和
昭
氏

第
５
分
団
長
（
長　

谷
）
常
田　

浩
秋
氏

第
６
分
団
長
（
平
吉
見
）
木
下　

孝
一
氏

第
７
分
団
長
（
吉　

野
）
加
納　

正
貴
氏

第
８
分
団
長
（
福　

井
）
波
多
野
貞
夫
氏

第
９
分
団
長
（
小　

川
）
大
橋　

敏
男
氏

第
10
分
団
長
（
志
賀
野
）
前
谷　

典
利
氏

第
11
分
団
長
（
下
神
野
）
芝
滝　

充
勇
氏

第
12
分
団
長
（
上
神
野
）
東　
　

栄
造
氏

第
13
分
団
長
（
国  

吉
） 

前　
　

雅
雄
氏

第
14
分
団
長
（
長
谷
・
毛
原
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

木
元　

伸
彦
氏

第
15
分
団
長
（
真　

国
）
部
家　
　

豊
氏

　
　
　
（
円
明
寺
・
四
郷
・
勝
谷
を
除
く
）

第
16
分
団
長
（
円
明
寺
・
四
郷
・
勝
谷
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

井
中
家　

康
文
氏

　

今
後
と
も
、
町
民
の
生
命
と
財
産
を

守
っ
て
頂
き
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い

致
し
ま
す
。

「歯の衛生週間」歯の健康イベントの開催のお知らせ
歯みがきは　じょうぶな体の　第一歩　

（主催　海南歯科医師会）
しっかり「噛む」ことは、超高齢化社会を迎えた我が国

において、健康で楽しく、なんでも食べられる人生を送る
上で、非常に大きな意義を持ちます。健康な歯を多く残す
ことがそれに寄与してきています。
「8020」運動とは 80 歳になっても自分の歯を 20 本以

上保とうという運動です。歯を失う主な原因は虫歯と歯周
病。とくに歯周病は、痛みなど自覚症状がほとんどないだ
けに、気づいたときには、すでに進行した状態ということ
も少なくありません。歯周病の予防・治療は、歯を失わな
いための最も重要なポイントです。間食が多い、よく噛ま
ずに食べる、やわらかいものを好んで食べる、ストレスを
ためやすい、タバコを吸う、食べてから歯磨きせずに寝て
しまうなどの悪い生活習慣が原因といわれています。

又、歯周病は全身のさまだまなところうに影響を及ぼし
ます。

歯周病と関係があると考えられている病気は
「狭心症・心筋梗塞、糖尿病、動脈硬化、がん、肥満など

の生活習慣病や細菌性心内膜炎、認知症、肺炎、骨粗しょ
う症、胎児の低体重・早産などです。」

メタボリック症候群の予防や糖尿病の予防、動脈硬化や
狭心症・心筋梗塞などの深刻な病気にならないためにも歯
周病予防は必要です。

海南歯科医師会（会長：山崎一夫　会員：44名　診療所数：
40軒）では

歯・口の健康に関する図画ポスター展並びに啓発標語展
の開催期間中、同会場の海南市保健福祉センター 2 階にお
いて、海南市や紀美野町又その周辺にお住まいの方々の歯
の健康を維持し、いつまでもよい歯でよく噛み健康で長生
きするために「歯の健康イベント」を開催いたします。

1、歯・口の無料検診
2、歯・口の健康相談（虫歯、歯周病、歯並び、その他）
3、無料フッ素塗布
4、ブラッシング指導
5、ブラッシングの為のセルフケア道具の紹介と歯ブラシ

などの無料配布（但し数に限りアリ）
6、口腔内写真撮影
7、歯科衛生士による人形劇
8、簡単に出来る歯周病のセルフチェック

などイベント盛りだくさんで開催します。この機会に是
非皆様おそろいで御来場ください

現在各市町村での節目検診（40、50、60、70 歳）の
歯周病検診も積極的に受けて歯周病予防に心がけたいもの
です。節目検診も海南歯科医師会のほとんどの歯科医院で
も受けられます。

また寝たきりで歯の治療にいけない方々には訪問診療で
対応できる歯科医院もございますのでこの機会にご相談く
ださい

現在の海南歯科医師会　会員診療所名（あいうえお順）

ご存知ですか？　6 月 4 日〜 10 日は“歯の衛生週間”

海南市
穴原歯科、あっそ歯科、井内歯科、石山歯科、今村歯科、
今西歯科、岡田歯科、片山歯科、金川歯科、河西歯科、児
島歯科、重根歯科、田井歯科、田岡歯科、高橋歯科、玉置
歯科、塚本歯科、寺本歯科、中山歯科、中山琢歯科、林歯
科、平田歯科、ひらた歯科クリニック、藤山歯科、ホワイ
ト歯科、間藤歯科、丸山歯科、溝端歯科、山崎歯科、山田
歯科、山本歯科、吉川歯科
海南市下津町
池田歯科、岡歯科、荻野歯科、新田歯科、沼田歯科
紀美野町　河野歯科、西田歯科、吉村歯科
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国
民
健
康
保
険
事
業
は
国
民
健

康
保
険
税
収
入
を
主
な
財
源
と
し

て
運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。

本
事
業
の
健
全
な
財
政
安
定
を

図
る
た
め
、
平
成
24
年
度
よ
り
国

民
健
康
保
険
税
の
税
率
を
改
正
し

ま
す
。

み
ん
な
で
助
け
合
う
国
民
健
康

保
険
制
度
の
趣
旨
に
、
ご
理
解
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
国
民
健
康
保
険
税
の
上
限
額
で

あ
る
賦
課
限
度
額
に
つ
い
て
は

変
更
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　
（
医
療
分
51
万
円
、
後
期
高
齢

者
支
援
金
分
14
万
円
、
介
護
保

険
分
12
万
円
）

国
民
健
康
保
険
税
の
決
定
は
7

月
で
す
。
世
帯
主
様
宛
の
納
税
通

知
書
で
国
民
健
康
保
険
税
の
計
算

の
内
訳
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　

税
務
課

　
　
　
（
℡
４
８
９
‐
５
９
０
５
）

平
成
24
年
度
か
ら
国
民
健
康
保
険
税
の

税
率
が
改
正
さ
れ
ま
す
。

課　税 区　分 改正後 改正前 差

医療給付費分

所得割 5.5％ 4.7％ 0.8％

資産割 45％ 49％ － 4％

均等割 20,900 円 21,300 円 － 400 円

平等割 18,000 円 18,000 円 0

後期高齢者
支援金分

所得割 1.7％ 1.6％ 0.1％

資産割 9％ 10％ － 1％

均等割 6,100 円 6,100 円 0

平等割 5,000 円 5,000 円 0

介護保険分

所得割 1.6％ 1.1% 0.5％

資産割 9％ 10％ － 1％

均等割 7,100 円 5,200 円 1,900 円

平等割 5,200 円 4,300 円 900 円

平成 24 年度国民健康保険税率の改正内容

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の

保
険
料
率
改
定
に
つ
い
て

全
ぜんこく

国一
いっせい

斉「子
こ

どもの人
じんけん

権 1
ひゃくとうばん

10 番」強
きょうか

化週
しゅうかん

間を
実
じっ

施
し

します！

と　　き　平
へい

成
せい

24 年
ねん

6 月
がつ

25 日
にち

（月
げつ

）～７月
がつ

１日
にち

（日
にち

）　

　　　　　午
ご

前
ぜん

８時
じ

30 分
ふん

～午
ご

後
ご

7 時
じ

　　　　　（土
ど

・日
にち

曜
よう

日
び

においては、午
ご

前
ぜん

10 時
じ

～午
ご

後
ご

５時
じ

）

電
でん

話
わ

番
ばん

号
ごう

　0120 － 007 － 110（全
ぜん

国
こく

共
きょうつう

通・無
むりょう

料 )

場
ば

　　所
しょ

　和
わ

歌
か

山
やま

地
ち

方
ほう

法
ほう

務
む

局
きょくない

内人
じん

権
けん

相
そう

談
だん

室
しつ

■相
そう

談
だん

は無
むりょう

料で、秘
ひ

密
みつ

は守
まも

られます。いじめや家
か

庭
てい

内
ない

における虐
ぎゃく

待
たい

など、子
こ

どもをめぐるいろいろな問
もん

題
だい

について、法
ほう

務
む

局
きょく

職
しょく

員
いん

や人
じん

権
けん

擁
よう

護
ご

委
い

員
いん

が相
そう

談
だん

に応
おう

じますので、お気
き

軽
がる

にご相
そう

談
だん

くだ

さい。

■お問
と

い合
あ

わせ　☎（073）422 － 5131

（和
わ

歌
か

山
やま

地
ち

方
ほう

法
ほう

務
む

局
きょく

人
じん

権
けん

擁
よう

護
ご

課
か

内
ない

和
わ

歌
か

山
やま

県
けん

人
じん

権
けん

擁
よう

護
ご

委
い

員
いん

連
れん

合
こう

会
かい

）

年間の保険料率 24・25 年度 23・24 年度

①均等割額 43,271 円 42,649 円

②所得割額 （所得―33 万円）
× 8.28％

（所得―33 万円）
× 7.91％

賦課限度額 55 万円 50 万円

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
保
険

料
は
、
2
年
ご
と
に
改
定
さ
れ
ま

す
。
24
・
25
年
度
の
保
険
料
率
は

左
記
の
と
お
り
で
す
。
7
月
に
保

険
料
の
通
知
を
し
ま
す
。

●
年
間
の
保
険
料
＝
①
均
等
割
額

＋
②
所
得
割
額

① 

均
等
割
額
…

　

被
保
険
者
全
員
に
定
額
で
負
担

し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
所
得
が

少
な
い
世
帯
や
被
用
者
保
険
の

被
扶
養
者
だ
っ
た
方
の
場
合
、

軽
減
さ
れ
ま
す
。
世
帯
所
得
に

応
じ
、
軽
減
割
合
（
９
割
・
8.5

割
・
５
割
・
２
割
）
が
異
な
り

ま
す
。

②
所
得
割
額
…

　

被
保
険
者
本
人
の
所
得
に
よ
っ

て
異
な
り
ま
す
。
基
礎
控
除
額

（
33
万
円
）
を
差
し
引
い
た
総

所
得
金
額
が
58
万
円
（
年
金
収

入
２
１
１
万
円
）
を
超
え
な
い

方
の
場
合
は
、
５
割
軽
減
さ
れ

ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　

税
務
課

　
　
　
（
℡
４
８
９
‐
５
９
０
５
）



地域おこし協力隊
宮根恭子さん
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町
老
連
主
催
の

ス
ポ
ー
ツ
大
会　

開
か
れ
る
!!

今
年
３
月
に
神
野
市
場
地
区
に

移
住
し
て
き
た
宮
根
恭
子
で
す
。

東
京
で
会
社
員
を
し
て
い
ま
し

た
が
、
震
災
を
機
に
地
域
の
繋
が

り
と
田
舎
に
こ
そ
こ
れ
か
ら
の
生

き
方
が
あ
る
と
思
い
、「
地
域
お

こ
し
協
力
隊
」
に
応
募
し
移
住
を

決
め
ま
し
た
。
近
所
の
方
含
め
皆

様
が
温
か
く
迎
え
て
く
だ
さ
り
、

こ
の
2
ヶ
月
間
で
す
っ
か
り
紀
美

野
町
の
フ
ァ
ン
に
な
り
ま
し
た
。

き
み
の
定
住
を
支
援
す
る
会
で

の
活
動
が
主
な
仕
事
と
な
り
ま

す
。
こ
れ
か
ら
移
住
希
望
の
方
々

に
紀
美
野
町
の
素
晴
ら
し
い
所

を
、
紀
美
野
町
に
住
む
皆
様
と
一

緒
に
紹
介
し
て
い
け
る
よ
う
な
活

動
を
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

４
月
13
日
、
紀
美
野
町
老
人
ク

ラ
ブ
連
合
会
ペ
タ
ン
ク
部
春
季
大

会
が
町
営
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
で
開

か
れ
ま
し
た
。
23
チ
ー
ム
で
予
選

が
行
わ
れ
、
勝
ち
残
っ
た
７
チ
ー

ム
が
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
で
競
い

合
い
ま
し
た
。

４
月
19
日
、
ゲ
ー
ト
ゴ
ル
フ
部

春
季
大
会
（
参
加
82
名
）
が
農
村

総
合
セ
ン
タ
ー
ゲ
ー
ト
ゴ
ル
フ

場
で
、
ま
た
、
５
月
７
日
に
は

第
13
回
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会
（
参

加
１
０
５
名
）
が
ふ
れ
あ
い
公
園

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
で
、
そ
れ
ぞ
れ

開
か
れ
ま
し
た
。

会
員
の
皆
さ
ん
は
、
プ
レ
ー
を

楽
し
み
な
が
ら
親
睦
を
図
っ
て
い

ま
し
た
。

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

（
敬
称
略
）

■
ペ
タ
ン
ク
大
会

優　

勝　

有
ノ
木
Ｂ
チ
ー
ム

準
優
勝　

有
ノ
木
Ｅ
チ
ー
ム

３　

位　

小　

川
Ａ
チ
ー
ム

４　

位　

有
ノ
木
Ｃ
チ
ー
ム

■
ゲ
ー
ト
ゴ
ル
フ
春
季
大
会

　
（
数
字
は
打
数
）

【
男
性
】

優　

勝　

中
家
忠
詞

　
　
　
　
　
　
　
（
福　

田
）
38

準
優
勝　

西
川
和
宏

　
　
　
　
　
　
　
（
動　

木
）
45

３　

位　

湯
上
敏
夫

　
　
　
　
　
　
　
（
下
佐
々
）
48

４　

位　

吉
田
頴
弘

　
　
　
　
　
　
（
毛
原
中
）
51

５　

位　

中
本
侑
喜（

毛
原
中
）
52

【
女
性
】

優　

勝　

橘
本
陽
子（

毛
原
宮
）
49

準
優
勝　

前
中
ス
ズ
ヨ

（
毛
原
下
）
50

３　

位　

妹
背
ト
ミ
ヨ

（
神
野
市
場
）
51

４　

位　

福
岡
規
子（

毛
原
中
）
51

５　

位　

仲　

節
子（

福　

田
）
54

き
み
の
定
住
を
支
援
す
る
会

だ
よ
り

上位入賞者の皆さん

「
み
る
・
あ
る
く
・
き
み
の
」

参
加
募
集

紀
美
野
町
ま
ち
づ
く
り
推
進
協
議
会

　
　
　
　
　
（
紀
美
野
史
発
見
部
会
）

今
回
の
「
み
る
・
あ
る
く
・
き

み
の
」
は
、
動
木
地
区
か
ら
吉
野

地
区
を
散
策
し
ま
す
。
現
在
、
動

木
か
ら
下
佐
々
に
か
け
て
新
し

い
道
が
作
ら
れ
て
お
り
、
昔
の
お

も
か
げ
を
残
す
風
景
が
失
わ
れ

る
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。
昔
の
思

い
出
話
を
し
な
が
ら
歩
い
て
み

ま
せ
ん
か
。

■
日　

時

　

６
月
16
日
（
土
）

　

10
時　

紀
美
野
町
役
場
出
発

　

15
時　

紀
美
野
町
役
場
解
散

　
　
　
　
（
予
定
）

　

※
雨
天
中
止

■
コ
ー
ス　

　

紀
美
野
町
役
場
→
蓮
華
寺
→

　

く
す
の
き
公
園
→
医
王
寺
→

　

龍
光
寺
→
紀
美
野
町
役
場 

　

６
㎞
程
度
歩
き
ま
す

■
持
ち
物　

　

お
弁
当
・
飲
み
物
・
雨
具
等

■
申
込
み　

不
要

■
注　

意　

　

ケ
ガ
等
が
発
生
し
た
場
合
は
自

己
責
任
で
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

美
里
支
所 

産
業
・
建
設
室

　
　
　

℡
４
９
５
‐
３
４
６
２
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海　南　保　健　所　だ　よ　り
事業名 対　象　・　内容等 日　　時

健康相談 健康診断書の作成
一般健康相談

６月 11 日（月）　　９：３０～１０：３０
６月 25 日（月）　　９：３０～１０：３０

エイズ検査 エイズの各種相談 ６月 11 日（月）　　９：３０～１０：３０
６月２５日（月）　　９：３０～１０：３０

検便 ６月１１日（月）　　９：３０～１０：３０
６月２５日（月）　　９：３０～１０：３０

こころの健康相談
こころの健康に不安をもつ方やその家族
※精神科医師が相談に応じます。
※他の日は精神保健福祉相談員が相談に応じます。

６月　７日（木）　１４：００～
６月１３日（水）　　９：００～
６月２７日（水）　１３：３０～
※　予約制です。

骨髄バンク
登録検査

骨髄提供者（ドナー）の登録をするための
血液検査と登録手続きを行います。

６月１１日（月）　１０：３０～１１：３０
６月２５日（月）　１０：３０～１１：３０
※　予約制です。

医療安全相談 医療に関する各種相談に応じます。 月曜日～金曜日　　 ９：００～１７：００

エイズ即日検査 検査結果は約１時間後（確認検査が必要と判断された場
合は約２週間後）にお知らせします。

６月２５日（月）　１７：００～１９：００
※　予約制です。

お問い合わせ、お申し込みは、海南保健所まで　　　　　　海南市大野中９３９　（℡　４８２－０６００）

■保育所開放のご案内〈お申込みは、各保育所まで〉
　○野上第１保育所：6 月 11 日（月）・25 日（月）　℡４８９－２１４４
　○野上第２保育所：６月 5 日（火） ・19 日（火）　℡４８９－４９５３
　○神野保育所　　：6 月 6 日（水） ・20 日（水）　℡４９５－２０４９
　○毛原保育所　　：６月 13 日（水）・27 日（水）　℡４９９－０１３１
■遊びの教室のご案内〈お申込みは、支援センター　℡ 489 － 2144 まで〉
　※留守の場合は、野上第１保育所
　○コアラ　　　　6 月 12 日（火）9：30 ～ 11：30　総合福祉センター（七夕飾りをつくろう）
　○カンガルー　　6 月 27 日（水）9：30 ～ 11：00　子育て支援センター
　なお、いずれの行事も今年度に入り初めて参加される方は、申込みよろしくお願いします。
■子育て支援センター・自然体験世代交流センター開放、育児相談のお知らせ
　親子、友達との遊び場として、ご活用下さい。（対象）紀美野町在住の子どもと保護者
　【子育て支援センター】動木１５６（℡４８９－２１４４）・・・今月から増えました
　　　　　　　　　　　 毎週　月曜日～金曜日　（１０：００～１２：００・１３：００～１６：００）
　　　　　　　　　　　 6 月 11 日（月）は『野いちごの会』による絵本の読み聞かせ
　　　　　　　　　　　 6 月 25 日（月）は栄養士による栄養相談
　【自然体験世代交流センター】鎌滝６３６（℡４９５－３１２７）
　　　　　　　　　　　 6 月 14 日・28 日（第 2・4 木曜日）　（９：３０～１１：３０）
　　　　　　　　　　　 6 月 14 日（木）は栄養士による栄養相談
　【育児相談】　センター開放日と同じ日・時で行います。（対象）紀美野町在住の子どもと保護者
　　　　　　　※子育てに関する悩み等、個別に面接・電話・訪問相談を行います。

健　康　相　談　の　お　知　ら　せ

保健センターだより
平成 24 年度衛生カレンダーをご覧下さい。

子育て支援センターからのお知らせ

●虐待予防に関する相談窓口　地域包括支援センター（保健福祉課）
　〔連絡先〕平日（8：30 ～ 17：15）　　 ℡４８９－９９６０（直通）　　休日・夜間（17：15 以降）　 ℡４８９－２４３０

　〔場　所〕紀美野町下佐々 1408 － 4　紀美野町総合福祉センター内　　〔メール〕houkatu@town.kimino.lg.jp

（6 月の日程）
■場　所：総合福祉センター
■と　き：6日、13日、20日、27日（毎週水曜日）
■時　間：午前９時～11時　
■対象者：住民すべての方
■内　容：健康に関することすべて
　　　　　・乳幼児の相談
　　　　　・離乳食の相談
　　　　　・健診結果の相談　等

　各種健診結果を説明します。自分の健康状態を知り、今後
のよりよい生活につなげましょう。
　生活改善に関心のある方は、保健師・栄養士が相談に応じ
ますので、お気軽にお問い合わせください。

★母子健康手帳・健康手帳・健康ファイルをお持ちの方は、必ず持っ
てきて下さい。
★ご希望により血圧測定・検尿・体脂肪測定・骨密度測定もおこな
います。
問い合わせ：保健福祉課（℡４８９－９９６０）
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健康づくりコーナー 【問い合わせ・申込先】
保健福祉課（総合福祉センター）℡ 489-9960

特定健康診査（国民健康保険）及びがん検診のご案内
～年に一度はあなたの大切な体の健康チェックをしましょう！！～

【集団健診日程】

他の集団健診日程・医療機関健診については、4 月に各戸配布している『衛生カレンダー』をご覧下さい。

　■国保特定健診対象者　：　40 − 74 歳の紀美野町国保加入者。健診費用は無料。
　　　（※社会保険被保険者の方の特定健診受診方法については、それぞれの医療保険者にご確認ください。）
　■各がん検診対象者　：　20 歳以上の紀美野町民。検診費用は、がん検診１種類ごとに 500 円（40 歳以上は無料）。

　男性で 79.6 才。女性で 86.4 才。これは平均寿命です。
　長くなった寿命、誰しも元気に長寿をまっとうしたいも
のです。
　高齢になると、関節疾患や転倒骨折、認知症や虚弱、生
活機能全般の低下等により介護や支援が必要な方が増えて
きます。歳だからとあきらめず、生活の中でのちょっとし
た心がけで、元気を取り戻したり、それ以上状態を悪化さ
せたりすることを予防することができます。これが介護予
防です。
　介護が必要になってしまうきっかけは、「年をとって体
を動かすことがおっくうになった」、「歯が抜けてしまって
食べ物が思うように食べられなくなった」などです。寝た
きりとは関係ないことのように思われますが、体を動かさ
なかったり栄養が不足したりすれば筋力が低下し、転倒し
やすくなります。転倒が原因で骨折することにより、その
まま寝たきり状態になる危険性が高いのです。
　いつまでもイキイキと自分らしく過ごすためにも、心身
の老化のサインに早く気づき、体の機能を維持・向上させ
るなどの取組が大切です。

　次回からこれらの方法についてお知らせします。いつまでも元気に。
みんなで始めましょう。『介護予防』

　海南市・紀美野町から委託をしている指定相談支援事業所による巡回相談を下記のとおり実施します。
　「障害福祉に関する制度を知りたい」「サービスの利用の仕方がわからない」など、障がいのある人や保護者、介護者など
からのさまざまな相談に応じ、必要な情報の提供や権利擁護のための必要な援助などを行います。
　巡回相談は、原則予約となりますので、直接事業所に連絡してください。（家庭訪問も行います。）
　なお、巡回相談日以外でも　相談に応じていますので、下記事業所までご連絡ください。

介護予防講座開催
　昨年に実施しました、日常生活圏域ニーズ調査でお答
えいただきました結果、『特に介護予防が必要』となっ
た方対象に、介護予防講座を開催します。
　日時、場所等につきましては、対象の方に個別に通知
しますので、お気軽にご参加ください。

日　　　程 場　　所 申し込み
締め切り

国保特定
健診

胃がん
検診

大腸がん
検診

肺がん
検診

乳がん
検診

子宮がん
検診 歯科検診

６月１7 日（日）
8 時～受付

紀美野町役場
美里支所 ６月６日（水） ○ ○ ○ ○ ○ ○

６月１7 日（日）
10 時～受付 長谷毛原診療所 ６月６日（水） ○ ○

7 月 22 日（日）
8 時～受付

紀美野町総合
福祉センター ７月 11 日（水） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

まずは、転ばない生活の心がけ！
○筋力アップをしましょう。
○バランスよく栄養をとりましょう。
○整理整頓をしましょう。
○履き物に注意しましょう。
○室内の安全対策をしましょう。
○いつも気をひきしめましょう。

障がい者巡回相談のお知らせ

対　象　者 月　　　日 場所・時間 予　　約　　先

精神障がいの方・
家族の方 ６月５日（火）

総合福祉センター
　9 時 30 分～正午
美里支所
　13 時 30 分～ 16 時

●野上厚生病院内相談支援事業所　 ℡４８９－２９０８
●和歌山県福祉事業団海草圏域　
　障害児者相談支援事業所「らん」　℡４９４－３５３９

身体障がいや
知的障がいの方・
家族の方

６月 20 日（水）

総合福祉センター
　9 時 30 分～正午
美里支所
　13 時 30 分～ 16 時

●療育センターＡ
あ

Ｏ
お

Ｉ
い

　　　　　　 ℡４８３－０４５４
●和歌山県福祉事業団海草圏域　
　障害児者相談支援事業所「らん」 ℡４９４－３５３９

さあ、みんなで楽しく
介護予防を始めましょう。
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紀
美
野
町
で
は
、
お
知
ら
せ
情

報
の
放
送
に
関
す
る
業
務
を
株

式
会
社
テ
レ
ビ
和
歌
山
に
委
託

し
、
防
災
情
報
、
交
通
情
報
、
観

光
情
報
等
各
種
情
報
を
配
信
し

て
い
ま
す
。

【
テ
レ
ビ
リ
モ
コ
ン
の
操
作
方
法
】

地
デ
ジ
対
応
テ
レ
ビ
に
お
い
て

チ
ャ
ン
ネ
ル
を
テ
レ
ビ
和
歌
山
に

合
わ
せ
、
リ
モ
コ
ン
の
ｄ
ボ
タ
ン

を
押
し
、
矢
印
キ
ー
で
市
町
村
情

報
に
合
わ
せ
決
定
ボ
タ
ン
を
押
し

ま
す
。
テ
レ
ビ
和
歌
山
と
委
託
契

約
を
締
結
し
て
い
る
他
市
町
村
の

情
報
も
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
携
帯
電
話
の
ワ
ン
セ
グ
で
も
ご

覧
に
な
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

総
務
課

　
　
（
℡
４
８
９
‐
５
９
１
２
）

消
費
者
問
題
の
相
談
に
つ
い
て

地
デ
ジ
・
デ
ー
タ
放
送
に
よ
り

町
か
ら
の
情
報
が
ご
覧
に
な
れ

ま
す
！

消
費
生
活
に
関
わ
る
問
い
合
わ

せ
・
苦
情
相
談
に
つ
い
て
、
消
費

生
活
相
談
員
に
よ
る
問
題
解
決
の

た
め
の
助
言
・
あ
っ
せ
ん
・
情
報

提
供
を
行
っ
て
い
ま
す
。（
毎
月

第
２
・
４
木
曜
日
午
後
１
時
～
４

時
）

6
月
の
相
談
日

■
6
月
14
日
・
28
日
（
木
）　

　

海
南
市
海
南
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
１
階
第
１
相
談
室

■
問
い
合
わ
せ

　

総
務
課

　
　
（
℡ 
４
８
９
‐
５
９
１
２
）

国民年金保険料の納付が困難なときは
　国民年金制度は 20 歳から 60 歳まで加入し、保険料を
納付することが必要ですが、保険料の納付が経済的に困難
なときは、「申請免除制度」や「学生納付特例制度」をご利
用ください。

お
知
ら
せ
・
募
集

６
月
分
以
降
の
児
童
手
当
等
を
受
け

る
に
は 

現
況
届
が
必
要
で
す 

！

現
況
届
は
、
毎
年
6
月
1
日
の

状
況
を
把
握
し
、
6
月
分
以
降
の

児
童
手
当
等
を
引
き
続
き
受
け
る

要
件
（
児
童
の
監
督
や
保
護
、
生

計
同
一
関
係
な
ど
）
を
満
た
し
て

い
る
か
ど
う
か
を
確
認
す
る
た
め

の
も
の
で
す
。

提
出
が
な
い
場
合
に
は
、
6
月

分
以
降
の
手
当
が
受
け
ら
れ
な
く

な
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ

い
。

※
平
成
24
年
3
月
ま
で
「
子
ど
も

手
当
」
を
受
け
て
い
た
こ
と
に

よ
り
児
童
手
当
等
の
申
請
が

不
要
と
さ
れ
て
い
る
方
も
含
め

て
、
6
月
に
「
現
況
届
」
の
提

出
を
お
願
い
し
ま
す
。
対
象
の

方
に
は
、
6
月
初
旬
に
「
現
況

届
」
を
お
送
り
し
ま
す
の
で
、

必
ず
平
成
24
年
6
月
30
日
ま
で

に
ご
提
出
く
だ
さ
い
。
提
出
さ

れ
な
い
場
合
は
、
6
月
分
以
降

の
手
当
が
受
給
で
き
ま
せ
ん
。

※
児
童
を
養
育
し
て
い
る
方
の
所

得
が
所
得
制
限
限
度
額
以
上
の

場
合
は
、
特
例
給
付
と
し
て
月

額
一
律
５
，
０
０
０
円
を
支
給

し
ま
す
。　

■
問
い
合
わ
せ

　

保
健
福
祉
課

　
　
（
℡
４
８
９
‐
９
９
６
０
）

児童の年齢
児童手当の額
（１人当たり
月額）

３歳未満 一律 15,000 円

３歳以上
　小学校修了前

10,000 円
（第３子以降は
15,000 円）

中学生 一律 10,000 円

※所得で審査をするため、所得申告を忘れずに行ってくだ
さい。

※退職などの理由で納付が困難な場合は、離職票や雇用保
険受給資格証（写し）を添付することで前年所得が多い
場合でも承認されることがあります。

《承認期間》
◎免除・若年者納付猶予の場合
　承認期間は７月～翌年６月まで
　平成 24 年度の免除申請（平成 24 年 7 月～平成 25 年
　6 月分）は 7 月以降に申請してください。
◎学生納付特例の場合
　承認期間は４月～翌年３月まで
　毎年の申請が必要です。

申請の手続きは役場住民課または美里支所住民室へお越し
ください。

【問い合わせ】　紀美野町役場・住民課　
　　　　　　　　　　　　　　　　℡ ４８９－５９０３
　　　　　　　美里支所・住民室　℡ ４９５－３４６４

全額免除
半額免除
４分の３免除
４分の１免除

本人・配偶者・世帯主
のそれぞれの前年所得
で審査します。

（注意）一部免除の承認を受けた方は、残りの一部保険料を
　　　 納付しなければ、未納期間となります。

若年者納付猶予
（30歳未満の方）

本人・配偶者のそれぞ
れの前年所得で審査し
ます。

学生納付特例 学生本人の前年所得で
審査します。
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ま
す
。
入
学
試
験
は
あ
り
ま
せ
ん

の
で
、
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。
資
料
を
無
料
で
差
し

上
げ
て
い
ま
す
。

○
出
願
期
間
：
６
月
15
日
～
８
月

31
日
（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

出
願
は
6
月
1
日
～
8
月
31
日
）

○
お
問
い
合
わ
せ
：
放
送
大
学
和

歌
山
学
習
セ
ン
タ
ー

　

〒
６
４
１
‐
０
０
５
１　

和
歌

山
市
西
高
松
１
丁
目
７
‐
20

　
℡
０
７
３
‐
４
３
１
‐
０
３
６
０

　

Ｅ-m
ail

：w
akayam

a-sc@
ouj.ac.jp

あ
な
た
も
放
送
大
学
で

学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
？

■
職
種　

パ
ー
ト
職
員

■
採
用
予
定
者
数　

若
干
名

■
応
募
資
格　

特
に
問
わ
な
い

■
年
齢　

制
限
な
し

■
勤
務
場
所

　

海
草
郡
紀
美
野
町
下
佐
々
１　

４
０
８
番
地
７　

特
別
養
護　

老
人
ホ
ー
ム
や
す
ら
ぎ
園
内

■
選
考
方
法　

面
接
試
験

■
選
考
日　

随
時

■
社
会
保
険
の
加
入　

無

■
勤
務
形
態

　

午
前
７
：
０
０
～
午
前
10
：
00

迄
の
３
時
間
勤
務　
（
週
５
日

程
度
勤
務
可
能
な
方
に
限
る
）

■
待　

遇

　

時
間
給　

１
，
０
０
０
円

■
業
務
内
容

　

朝
食
時
の
配
膳
・
食
事
介
助
等

■
問
合
せ
先

　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
や
す
ら

ぎ
園
事
務
局

　
℡
０
７
３
‐
４
８
９
‐
３
６
３
１

平
成
24
年
度
の
労
働
保
険
料
の

申
告
・
納
付
手
続
は
、
６
月
１
日

か
ら
７
月
10
日
ま
で
の
間
に
行
っ

て
下
さ
い
。

労
働
保
険
と
は
、
労
災
保
険
と

雇
用
保
険
を
総
称
し
た
も
の
で
、

労
働
者
が
安
心
し
て
働
く
た
め
の

保
険
で
す
。

労
働
保
険
の
保
険
料
は
、
年
度

当
初
に
概
算
保
険
で
申
告
・
納
付

し
、
翌
年
度
の
当
初
に
確
定
申
告

の
上
、
精
算
す
る
こ
と
と
な
っ
て

い
ま
す
。

ま
た
、
石
綿
（
ア
ス
ベ
ス
ト
）

健
康
被
害
救
済
の
た
め
の
「
一
般

拠
出
金
」
の
申
告
と
納
付
も
併
せ

て
手
続
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

労
働
保
険
料
の
申
告
・
納
付
は
、

最
寄
り
の
労
働
保
険
集
合
受
付
会

場
、
労
働
基
準
監
督
署
、
又
は
和

歌
山
労
働
局
総
務
部
労
働
保
険
徴

収
室
で
、
７
月
10
日
ま
で
に
行
っ

て
下
さ
い
。

詳
し
く
は
、
和
歌
山
労
働
局

総
務
部
労
働
保
険
徴
収
室
【
℡　

０
７
３
‐
４
８
８
‐
１
１
０
２
】

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

放
送
大
学
は
テ
レ
ビ
な
ど
の
放

送
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
し
て

学
ぶ
通
信
制
の
大
学
で
す
。

大
学
を
卒
業
し
た
い
、
学
び
を

楽
し
み
た
い
な
ど
、
様
々
な
目
的

で
、
い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、
誰

で
も
、
学
び
た
い
だ
け
学
べ
る
大

学
で
す
。

た
だ
い
ま
平
成
24
年
10
月
入
学

生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。心
理
学
・

福
祉
・
経
済
・
歴
史
・
文
学
・
自

然
科
学
な
ど
幅
広
い
分
野
を
学
べ

パ
ー
ト
職
員
募
集
に
つ
い
て

（
や
す
ら
ぎ
園
）

事
業
主
の
皆
さ
ま
へ

６月は、来日外国人犯罪対策及び
不法滞在・不法就労防止のための
活動強化月間です。

～和歌山から不法滞在者をなくそう～
　法務省では、平成 24 年１月１日現在にお
ける全国の不法残留者を６７，０６５人とし
ていることから、不法入国者等を含めた不法
滞在者は相当数いると考えられます。
　不法滞在者の中には、他の犯罪に手を染め
る者もいることから、警察では、関係機関と
連携しながら、不法滞在者の摘発の他、不法
滞在者を雇用する悪質な事業主等の取締りを
強化しています。
　「不法滞在者を知っている。」「あの店・工
場で働いている。」など見たり聞いたりした
ときは、海南警察署または最寄りの交番・駐
在所までお知らせください。

■問い合わせ　海南警察署
　　　　　　　　　　　【℡ 482 － 0110】

放
送
大
学
学
生
募
集

「前向き子育てプログラム」
　　　　　　　グループワーク参加者募集

　「子育てってたいへん・・・」「こんな悩みは私だけ？」
　誰もが持っている子育ての悩み。ちょっとした方法や技術を
学ぶことで、子どもとの関わりを良い方向に変えることができ
ます。
　『トリプルＰ：前向き子育てプログラム』はオーストラリアで
開発され、世界１６か国以上で実施されている親向けの参加体
験型の学習プログラムです。
　子どもの自尊心を育み、育児を楽しく前向きにしていくため
に、この機会に一緒に考えてみませんか？ 

■日　程：平成 24 年 6 月 26 日～
　　　　　　　　　　　　8 月 7 日の毎週火曜日
　　　　　午前 9 時 30 分～１２時
■対　象：2 歳～小学 2 年生のお子さまの保護者
　　　　　（原則、全日程に参加していただける方）

■場　所：地域子育て支援センター（野上第 1 保育所内）
■申し込み締め切り日：平成 24 年 6 月 12 日（火）
■申し込み・問い合わせ：
　　保健福祉課　℡ 489 － 9960
　※詳しくは、個人通知をご覧ください。
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■
日
時　

6
月
6
日
（
水
）

　

午
前
７
時
10
分
～
9
時
30
分

■
場
所　

和
歌
山
市
駅
前

＊
午
後
は
通
常
通
り
開
館
し
ま
す
。

○
休
館
情
報

　

大
型
望
遠
鏡
の
整
備
の
た
め
、

６
月
18
日
（
月
）
か
ら
７
月
６
日

（
金
）
ま
で
の
期
間
、
終
日
休
館

し
ま
す
。
ご
理
解
ご
協
力
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

　

今
年
度
も
平
成
25
年
２
月
17
日

（
予
定
）
に
和
歌
山
県
市
町
村
対

抗
ジ
ュ
ニ
ア
駅
伝
競
走
大
会
が
開

催
さ
れ
ま
す
。
あ
な
た
も
紀
美
野

町
の
メ
ン
バ
ー
と
し
て
、
練
習
し

ま
せ
ん
か
？

　

詳
細
は
、以
下
の
と
お
り
で
す
。

■
対
象　

紀
美
野
町
内
在
住
の
小

学
５
・
６
年
生
と
中
学
生

■
申
し
込
み
及
び
問
い
合
わ
せ　

　

中
央
公
民
館

※
メ
ン
バ
ー
が
多
数
の
場
合
は
選

手
の
選
考
を
実
施
し
ま
す
。

■
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

【
略
歴
】

１
９
７
４
年　

労
働
省
労
働
衛
生

研
究
所
（
現
労
働
安
全
衛
生
総
合

研
究
所
）
研
究
官

１
９
７
７
年　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市

立
大
学
マ
ウ
ン
ト
サ
イ
ナ
イ
医
科

大
学
環
境
科
学
研
究
所
客
員
研
究

員１
９
９
７
年　

産
業
医
学
総
合
研

究
所
（
現
労
働
安
全
衛
生
総
合
研

究
所
）
作
業
環
境
計
測
研
究
部
長

２
０
０
５
年　

東
洋
大
学
経
済
学

部
教
授
（
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
科
学
、

統
計
学
、地
球
の
科
学
、ゼ
ミ
ナ
ー

ル
Ｉ
Ａ
な
ど
を
担
当
）

２
０
０
８
年　

東
洋
大
学
図
書
館

副
館
長

２
０
０
９
年　

東
洋
大
学
大
学
院

経
済
学
科
教
授
（
兼
務
）
公
害
対

策
論
、
同
演
習
を
担
当

２
０
１
１
年　

東
洋
大
学
大
学
院

経
済
学
研
究
科　

客
員
教
授

【
主
要
著
書
・
論
文
】

⑴
「
環
境
化
学
の
事
典
」（
共
著
、

朝
倉
書
店
、
２
０
０
８
年
）

⑵
増
補
新
装
版
「
職
業
性
石
綿
ば

く
露
と
石
綿
関
連
疾
患
─
基
礎

知
識
と
労
災
補
償
─
」（
共
著
、

三
信
図
書
、
２
０
０
８
年
）

⑶「
粘
土
科
学
へ
の
招
待
」（
共
著
、

三
共
出
版
、
２
０
０
０
年
）

⑷
「
石
綿
代
替
繊
維
と
そ
の
生
体

影
響
」（
共
著
、
中
央
労
働
災
害

防
止
協
会
、
１
９
９
６
年
）
な
ど

■
申
し
込
み

　

生
涯
学
習
課
ま
で
電
話
で
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

＊
入
場
無
料

東
日
本
大
震
災
で
知
ら
さ
れ
た

　

日
本
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題

天
文
台
イ
ベ
ン
ト

■
日
時　

６
月
24
日（
日
）

　

午
後
１
時
30
分
～
３
時

　
（
開
場
30
分
前
）

■
場
所　

中
央
公
民
館

■
講
師

　

東
洋
大
学
客
員
教
授

神
山　

宣
彦 

氏

○
出
張
観
望
会

　
「
金
星
の
太
陽
面
通
過
」

第
22
回
町
民
大
学
講
座
（
東
洋
大
学
の
講
義
を
全
国
各
地
に
お
届
け
し
ま
す

『
生
涯
学
習
』
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
）

～原発と再生可能エネルギーの今と未来～
未来のために　私たちが今できることを

みんなで考えてみませんか !!

紀
美
野
町
ジ
ュ
ニ
ア
駅
伝

強
化
選
手
募
集
!!



心をこめて作った
カーネーション！
母の日にプレゼント

「
小
川
の
郷
づ
く
り
会
」

の
方
か
ら
竹
馬
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
み
ん
な

喜
ん
で
遊
ん
で
い
ま
す
。
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■
中
央
公
民
館

　

6
日　
国
旗
か
る
た
で
あ
そ
ぼ
う

　

13
日　

ダ
ブ
ル
ダ
ッ
チ
に
挑
戦

　

20
日　

お
も
し
ろ
理
科
実
験

　

27
日　

新
聞
紙
で
エ
コ
バ
ッ
グ

作
り

■
文
化
セ
ン
タ
ー

　

6
日　

お
は
な
し
会

　

13
日　

牛
乳
パ
ッ
ク
で
帽
子
を

作
ろ
う

　

20
日　
　

〃

　

27
日　

七
夕
か
ざ
り

■
日
時　

6
月
30
日
（
土
）　　

　

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

　
（
受
付
1
時
〜
）

■
場
所　

中
央
公
民
館
大
ホ
ー
ル

■
対
象　

小
学
生
、
保
育
園
児
及

び
保
護
者
の
方

　
（
保
育
園
児
は
保
護
者
の
方
と

一
緒
に
参
加
お
願
い
し
ま
す
。）

■
持
ち
物　

す
い
と
う

■
参
加
費　

無
料

■
そ
の
他　

・
参
加
賞
あ
り
ま
す
。

・
当
日
グ
ル
ー
プ
分
け
を
し
ま

す
。

・
運
動
の
で
き
る
服
装
で
参
加
し

て
く
だ
さ
い
。

■
共
催　

紀
美
野
町
青
少
年
育
成

委
員
会

■
申
し
込
み　

６
月
26
日
（
火
）

ま
で
に
青
少
年
セ
ン
タ
ー
へ

（
℡
４
８
９
‐
５
９
０
９
）

ふ
れ
あ
い
ル
ー
ム

わ
く
わ
く
！
じ
ど
う
か
ん

カ
ロ
ー
リ
ン
グ
で

あ
そ
ぼ
う
！

　

生
涯
学
習
・
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興

に
関
わ
っ
て
い
た
だ
く
委
員
さ
ん

方
で
す
。（
敬
称
略
）

【
社
会
教
育
委
員
】

中
家　
　

覚　
　
　

吉
村
真
理
子

手
拝
な
を
み　
　
　

井
岡　

政
嗣

東
浦　

昌
代　
　
　

河
本　

成
吾

岡　
　

省
三　
　
　

西
浦　

史
雄

和
田
喜
代
美

【
公
民
館
・
文
化
セ
ン
タ
ー
・
町

民
大
学
講
座
運
営
委
員
】

根
来　
　

平　
　
　

段
木　
　

賢

田
尻　
　

章　
　
　

中
谷　

昌
史

平
岡　

昌
子　
　
　

常
田　
　

茂

田
中　

惇
元　
　
　

西
浦　

史
雄

山
上　

範
子　
　
　

東
浦　

昌
代

【
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
】

古
田
香
壽
美　
　
　

井
口　

加
代

長
峯　

宏
明　
　
　

黒
土　

泰
寛

中
谷　

方
美　
　
　

向
井
中
洋
二

中
屋
多
加
志　
　
　

坂
本　

雅
律

井
岡　

成
美　
　
　

横
出　

浩
一

新
谷　

成
令　
　
　

山
本　

礼
義

大
岩　

勝
良　
　
　

中
野　

真
登

平
成
24
年
度
の

各
種
委
員
さ
ん
決
ま
る
!!

新
刊
紹
介

【
中
央
公
民
館
】

「
か
す
て
ぃ
ら
」

　
　
　
　
　
　

さ
だ
ま
さ
し
・
著

「
途
方
も
な
く
霧
は
流
れ
る
」　

　
　
　
　
　
　
　
　

唯
川
恵
・
著

「
ほ
ら
、
あ
れ
！
楽
し
い
物
忘
れ
・

ど
忘
れ
解
消
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
」

　
　
　
　
　
　
　

今
井
弘
雄
・
著

「
た
め
な
い
暮
ら
し
」

　
　
　
　
　
　
　

有
元
葉
子
・
著

「
親
バ
カ
っ
て
す
ば
ら
し
い
！
」

　
　
　
　
　
　
　

陰
山
英
男
・
著

「
お
し
え
て
！
も
ん
じ
ゅ
君
」

　
　
　
　
　
　

も
ん
じ
ゅ
君
・
著

「
齋
藤
孝
の
親
子
で
読
む
古
典
の

世
界
」　　
　
　
　

齋
藤
孝
・
著

「
影
絵
」　　
　
　
　

後
藤
圭
・
著

「
く
ま
の
木
を
さ
が
し
に
」

　
　
　
　
　
　

佐
々
木
マ
キ
・
著

「
し
ょ
う
ぶ
だ
！
ぴ
ゅ
ん
す
け
と

ぴ
っ
た
」　
　

串
井
て
つ
お
・
著

【
文
化
セ
ン
タ
ー
】

「
こ
こ
は
ボ
ツ
コ
ニ
ア
ン
」

　
　
　
　
　
　

宮
部
み
ゆ
き
・
著

「
コ
ー
ヒ
ー
ブ
ル
ー
ス
」

　
　
　
　
　
　
　

小
路
幸
也
・
著

「
と
ん
ず
ら
屋
弥
生
請
負
帖
」

　
　
　
　
　
　
　

田
牧
大
和
・
著

「
日
本
一
の
ロ
ー
カ
ル
線
を
つ
く
る
」

　
　
　
　
　
　
　

小
嶋
光
信
・
著

「
免
疫
力
を
あ
げ
る
子
育
て
法
」

　
　
　
　
　
　
　
　

安
保
徹
・
著

「
老
け
な
い
人
は
腹
七
分
め
」

　
　
　
　
　
　
　

古
家
大
祐
・
著

「
み
ん
な
を
守
る
い
の
ち
の
授
業
」

　
　
　
　
　
　
　

片
田
敏
孝
・
著

「
給
食
室
の
日
曜
日
」

　
　
　
　
　
　

村
上
し
い
こ
・
著

「
お
と
ど
け
も
の
で
ー
す
！
」

　
　
　
　
　

間
瀬
な
お
か
た
・
著

「
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
ノ
ー
ト
」

　
　
　
　
　
　

水
上
み
の
り
・
著

「
と
し
ょ
か
ん
ね
こ
デ
ュ
ー
イ
」

　

ヴ
ィ
ッ
キ
ー
・
マ
イ
ロ
ン
・
著

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ほ
か

図
書
室
だ
よ
り

～
た
く
さ
ん
読
ん
だ
よ
～

【
百
冊
】

　

藤
井　

志
帆
（
３
才
）

【
七
百
冊
】

　

松
本　

紗
也
加
（
下
小
４
年
）

新
刊
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

「
老
け
な
い
人
は
腹
七
分
め
」

　
　
　
　
　
　
　

古
家
大
祐
・
著

　

話
題
の
サ
ー
チ
ュ
イ
ン
遺
伝
子

を
目
覚
め
さ
せ
て
老
化
を
ス
ト
ッ

プ
！ 

“
年
を
と
ら
な
い
！
し
か

も
ヤ
セ
る
！
”
生
活
テ
ク
ニ
ッ
ク

を
、
最
前
線
の
研
究
者
が
一
挙
公

開
し
ま
す
！

農
村
ゲ
ー
ト
ゴ
ル
フ
場

無
料
開
放
の
お
し
ら
せ

■
日
時　
平
成
24
年
６
月
～
25
年
３
月

第
２
・
４
木
曜
日
（
午
前
９
時
～
正
午
）

■
問
い
合
わ
せ　

農
村
セ
ン
タ
ー

（
℡
４
９
５
‐
３
２
１
２
）

＊
初
心
者
大
歓
迎
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美
里
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
県
大
会
出
場

４
月
15
日
（
日
）
下
津
小
学
校

に
て
行
わ
れ
た
ス
ポ
少
海
南
海

草
予
選
で
、
野
上
Ｊ
Ｓ
Ｃ
が
Ａ
ブ

ロ
ッ
ク
を
１
位
通
過
し
海
南
海
草

で
２
位
と
な
り
、
県
大
会
（
６
月

30
日
・
７
月
１
日
開
催
予
定
）
に

出
場
が
決
定
し
ま
し
た
! !
選
手
は

次
の
と
お
り
で
す
。

吉
野
快
音
・
瀬
畑
康
平
・
中
村

有
希
・
橋
爪
沢
洋
・
林
口
弘
樹
・

松
浦
翔
・
東
山
乃
重
瑠
・
小
西
陽

向
・
佐
々
本
哲
平
・
上
芝
宥
輝
・

桑
添
大
輔
・
黒
崎
剛
士
・
日
裏
貴

詞
・
阪
井
純
・
山
口
凌
・
芝
崎
斗

私
た
ち
京
親
会
は
、
着
物
の
着

方･

帯
の
締
め
方
な
ど
、
基
礎
か

ら
、
じ
っ
く
り
と
練
習
が
で
き
る

着
物
着
付
け
サ
ー
ク
ル
で
す
が
、

メ
ン
バ
ー
全
員
が
、
ほ
ぼ
初
心
者

で
す
！
和
気
藹
々
と
ア
ッ
ト
ホ
ー

ム
な
雰
囲
気
の
中
、
着
物
と
の
ふ

れ
あ
い
を
楽
し
み
な
が
ら
着
付
け

を
学
べ
ま
す
。

「
日
常
で
着
物
を
着
る
機
会

を
！
」
と
始
め
た
着
付
け
サ
ー
ク

ル
、
着
付
け
を
学
び
た
い
方
ご
興

味
の
あ
る
方
、
一
緒
に
着
物
を
着

る
時
間
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
？

■
活
動
日
時　

第
１
・
３
月
曜
日

　

午
後
７
時
～
９
時
30
分

■
場
所　

中
央
公
民
館
和
室

■
問
い
合
わ
せ　

中
央
公
民
館

わ
が
町
サ
ー
ク
ル
（
着
付
け
「
京
親
会
」）

『
紀
伊
続
風
土
記
』か
ら
引
用
し

て
若
干
の
解
説
を
し
て
い
ま
す
。

長
谷
（
奈
雅
多
爾
）

「
村
、
南
北
十
六
町
に
し
て
、

東
西
谷
合
三
十
町
、
長
谷
の
名
こ

れ
よ
り
出
づ
」

村
を
流
れ
る
三
つ
の
谷
川
は
合

流
し
て
、
貴
志
川
の
山
田
川
に
落

合
う
。
こ
れ
を
長
谷
川
と
い
い
、

そ
の
延
長
を
合
計
す
れ
ば
約
四
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
に
も
及
ぶ
長
い
谷
川

で
あ
り
ま
す
。
故
に
長
谷
と
い
う

地
名
が
つ
け
ら
れ
た
と
い
い
ま

す
。吉

野
（
旧
名
小
野
）
遠
能

「
村
居
、
前
に
川
を
帯
し
背
に

山
を
負
い
平
坦
の
地
に
あ
り
」

「
小
野
」
と
い
う
地
名
の
由
来

に
つ
い
て
は
、
依
る
べ
き
も
の
は

見
当
た
ら
な
い
が
、
字
が
示
す
と

お
り
小
さ
い
野
と
見
立
て
て
名
前

が
つ
け
ら
れ
た
と
解
す
べ
き
で
あ

り
ま
し
ょ
う
。
小
野
は
荘
園
時
代

は
高
野
領
に
属
し
、
明
治
四
年

廃
藩
置
県
と
と
も
に
那
賀
郡
小

野
村
と
し
て
行
政
を
司
り
、
明
治

二
十
二
年
町
村
制
施
行
に
よ
っ
て

小
川
村
に
編
入
さ
れ
小
川
小
野
と

な
る
。
昭
和
三
十
年
町
村
合
併
と

同
時
に
「
吉
野
」
改
名
し
ま
し
た
。

「
大
木
」
と
い
う
地
名
は
、
現

在
小
字
名
に
も
な
く
消
滅
し
て
い

ま
す
が
、
通
称
「
大
木
」
は
今
も

通
用
し
て
い
ま
す
。
む
し
ろ
「
大

木
」
は
人
々
に
親
し
ま
れ
て
い
る

地
名
で
あ
り
ま
す
。
こ
の「
大
木
」

の
地
名
は
鳥
羽
院
領
と
し
て
の
神

野
真
国
庄
絵
図
の
中
に
、
土
地
境

界
の
目
標
に
大
き
い
木
が
記
さ

れ
て
い
ま
す
。
そ
の
大
木
に
木
の

形
を
書
き
「
野
上
御
庄
号
二
神
野

牓
示
之
木
一
、
但
当
時
無
銘
」
と

書
か
れ
て
い
ま
す
。
即
ち
、
野
上

荘
と
神
野
庄
と
の
境
線
を
示
す
木

で
あ
り
ま
す
が
、
木
の
名
前
が
な

い
と
い
う
意
味
で
あ
り
ま
す
。
こ

の
絵
図
を
書
い
た
の
は
康
治
二
年

（
一
一
四
三
）
五
月
で
あ
る
か
ら

「
大
木
」
の
地
名
は
そ
れ
以
後
に

つ
け
ら
れ
た
も
の
と
解
す
る
こ
と

は
で
き
ま
す
。（
沿
革
編
第
二
章

第
一
節
、
神
野
・
真
国
庄
絵
図
参

照
）少

し
蛇
足
の
嫌
で
あ
り
ま
す

が
、
吉
野
の
開
発
当
時
か
ら
の
地

名
は
ほ
と
ん
ど
消
滅
し
て
、
現
在

は
五
の
通（
登
尾
通
・
堂
山
通
・

細
尾
通
・
長
尾
通
・
薬
師
尾
通
）

の
小
字
名
に
改
称
さ
れ
て
い
ま
す
。

紀
美
野
町
の
歴
史
と
文
化

そ
の
七
十
一

長
谷
と
吉
野
と
い
う
大
字
名
の
由
来

野
上
Ｊ
Ｓ
Ｃ
県
大
会
出
場
が
決
定

和
・
木
下
颯
太
・
井
上
京
介
・
木

下
智
弥

高
円
宮
賜
杯 

第
32
回
全
日
本

学
童
軟
式
野
球
大
会
和
歌
山
県
大

会
マ
ク
ド
ナ
ル
ド
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

が
5
月
19
日
（
土
）・
20
日
（
日
）

の
2
日
間
に
亘
り
新
宮
市
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

美
里
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
は
、
海

南
海
草
支
部
予
選
を
勝
ち
抜
き
支

部
代
表
と
し
て
、
こ
の
大
会
へ
出

場
し
ま
し
た
が
、
第
1
回
戦
で
開

催
地
チ
ー
ム
の
新
宮
パ
ワ
ー
ウ
ェ

イ
ブ
と
対
戦
し
、
惜
し
く
も
5
対

1
で
敗
れ
ま
し
た
。
次
回
の
活
躍

を
期
待
し
て
い
ま
す
。

美
里
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
で
は
新

入
団
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

下
神
野
小
学
校
運
動
場
で
、
毎

週
土
・
日
曜
日
練
習
を
し
て
い
ま

す
の
で
、
見
学
で
も
結
構
で
す
か

ら
一
度
見
に
来
て
く
だ
さ
い
。

連
絡
先　

会
長　

中
前
貴
康

　
（
℡ 

０
９
０
‐
８
９
８
９
‐
０
０
９
８
）

出場選手　主将　日裏裕介、副主将　竹内郁真、段木彪我、岩根
圭吾、西上幸希、高田真太郎、東一輝、中前光陽、下畑嘉輝、
西浦照生、西浦貴隆、古田祐也、徳田航依、段木康我、中前吉広
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サ
ー
ク
ル
の
お
し
や
べ
り
つ
づ
く
愛
鳥
日　
　
　
　
　

口
井
ト
シ
子

夕
焼
の
色
に
染
ま
り
し
鮠は
や

の
渕　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

口
井
重
信

草
笛
の
音
の
長
さ
を
競
ひ
合
ひ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岡
哲
夫

よ
ろ
め
き
て
踏
ん
づ
け
て
を
り
茗み
ょ
う
が荷

竹た
け　

　
　
　
　
　
　

岩
間
文
鳥

給き
ゅ
う
じ餌
台だ
い

見
廻
る
シ
ェ
フ
や
愛
鳥
日　
　
　
　
　
　
　
　
　

鈴
木
惇
子

藩は
ん

侯こ
う

の
園
の
青
梅
粒
揃
ひ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

池
上
幸
子

子
雀
や
商
店
街
へ
紙
芝
居　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

馬
谷
富
貴
子

げ
ん
げ
田
に
大
型
犬
を
放
し
け
り　
　
　
　
　
　
　
　
　

阪
口
早
苗

次
々
と
罪
の
な
き
嘘
花
は
葉
に　
　
　
　
　
　
　
　
　

湯
上
ひ
と
み

石
仏
の
苔
の
衣
に
苔
の
花　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

手
拝
て
る
代

カ
レ
ン
ダ
ー
の
予
定
に
見
た
る
元
気
さ
よ

　
　
　
　
　

妻
よ
変
わ
ら
ず
幾
年
も
あ
れ　
　
　
　
　
　

吉
村
邦
彦

な
が
ら
へ
て
花
の
あ
ふ
る
る
下
に
佇
つ

　
　
　
　
　

曾
孫
の
笑
顔
と
今
年
の
さ
く
ら　
　
　
　

角
谷
と
し
み

大
杉
の
杉
の
枝え

広
く
木
洩
れ
日
に

　
　
　
　
　

影
を
落
せ
り
水
張
り
の
池
に　
　
　
　
　
　

黒
西
葉
子

人
目
に
は
か
く
見
ゆ
る
の
か
ウ
イ
ン
ド
に

　
　
　
　
　

写
る
姿
に
目
を
背
け
た
り　
　
　
　
　
　
　

河
野
昭
子

歩
け
な
い
吾
を
思
う
か
息
の
車

　
　
　
　
　

ま
わ
り
道
し
て
桜は

花な

見
せ
く
れ
る　
　
　
　

横
出
圭
子

車
椅
子
押
し
く
れ
る
曽
孫
振
り
向
け
ば

　
　
　
　
　

無
邪
気
な
笑
顔
に
胸
あ
つ
く
な
る　
　
　
　

椎
山
初
子

野
い
ち
ご
を
食
べ
し
想
い
出
ク
ラ
ス
会

　
　
　
　
　

か
の
日
の
ま
ま
の
声こ
わ

音ね

と
な
り
ぬ　
　
　

梶
谷
美
瑳
子

花
咲
き
て
う
ぐ
い
す
の
鳴
く
の
ど
か
さ
に

　
　
　
　
　

齢
の
弱
さ
を
と
ば
し
野
に
出
る　
　
　
　

西
佐
古
祐
子

花
す
ぎ
て
心
名
残
り
の
山
畑
に

　
　
　
　
　

さ
く
ら
若
葉
の
朝
日
に
光
り
ぬ　
　
　
　

笹
田
美
代
子

宮
崎
の
丘
を
彩
る
花
、
花
、
花
に

　
　
　
　
　

唯
立
ち
つ
く
す
夢
の
花
園　
　
　
　
　
　
　

福
嶋
喜
代

金環日食を見たばかりなのに、また太陽関係で
す！日食は太陽の前を「月」が通ってゆく現象で
したが、今回は「金星」が横切ります。金星は月
ほど大きくは見えないので、太陽は欠けたように
は見えず、ほくろが付いているように見えます。
　今回も朝から始まり、７時間弱あります。日
食メガネがそのまま使えますので、朝出かける前
とお昼休みに太陽を観察してみてください。
午前 7時 9分：通過の始まり、午後 1時 48分：
通過の終わり
日食は地球上のどこかで毎年２回くらい起きま
すが、金星の太陽面通過は次回地球上で見られる
のは 2117 年ですので、このチャンスにぜひどう
ぞ！　128 年前の 1874 年にはアメリカとフラン
スの観測隊が日本にやってきて、観測に成功したこ
とが記念碑として神戸に残されており、その近くの
橋がビーナスブリッジとして有名です。ビーナス
は、愛の女神というより
金星だったんですね。
今回は天文台を飛び
出し、出張観望会を和歌
山市駅前で午前 7時 10
分～ 9時 30分に予定し
ています。和歌山市内の
お友達に宣伝をお願い
します。

長谷毛原中学校の生徒数は 1年生男子 2名と 3
年生女子 1名の計 3名です。この 4月から毛原小
学校の児童 18名と同じ校舎で生活することになり
ました。小学生と一緒に生活することについて、1
年生は直前まで一緒に生活していたので最初から
違和感はなかったようです。3年生にとっては新学
期が始まる前は環境の変化を考えたとき、少し不
安もあったようです。でも実際に一緒に生活するよ
うになると、休憩時間に話をしたり一緒に遊んだり
できるので、いい経験ができていると捉えていま
す。授業では、1年生にとっては学習の内容が難し
くなり大変な部分もありますが、新たな教科が加わ
るなど楽しく取り組めています。1年生にとっても
3年生にとっても、自分が納得できるまで質問でき
ることは大きなメリットです。今年から卓球部が発
足し、放課後には先生も一緒に汗を流しています。
朝の運動場でのランニング練習も含めて、和気あい
あいとした楽しい雰囲気が伝わってきます。

天文台だより
6月 6日（水）金星の太陽面通過

主任研究員　豊増伸治

学校だより
「新たな生活のスタート」

紀美野町立長谷毛原中学校

６月６日（水）午前８時の太陽面上の金星

歌　

の　

小　

道
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近
年
、
地
球
温
暖
化
に
よ
り
局

地
的
な
集
中
豪
雨
や
、
台
風
の
大

型
化
が
見
ら
れ
ま
す
。

特
に
こ
れ
か
ら
の
季
節
は
、
台

風
に
よ
り
梅
雨
前
線
が
活
発
と
な

り
局
地
的
な
集
中
豪
雨
の
発
生
が

考
え
ら
れ
ま
す
。
集
中
豪
雨
や
台

風
は
、
避
け
る
事
は
出
来
ま
せ
ん

が
、
普
段
か
ら
の
対
策
で
、
被
害

を
最
小
限
に
抑
え
る
事
が
出
来
ま

す
。

１
．
家
の
周
り
を
点
検
し
よ
う

①
屋　
　

根･･･

ト
タ
ン
や
瓦
の

ひ
び
・
割
れ
・
ず
れ
・
剥
が
れ

は
な
い
か
。

②
ベ
ラ
ン
ダ･･･

鉢
植
え
や
物
干

し
竿
な
ど
飛
散
の
危
険
が
高
い

も
の
は
室
内
へ
。

③
側　
　

溝･･･

日
頃
か
ら
掃
除

を
心
掛
け
、
落
ち
葉
や
ゴ
ミ
に

よ
っ
て
水
が
溢
れ
る
こ
と
を
防

止
。

④
ガ
ラ
ス
窓･･･

ひ
び
割
れ
、
窓

枠
の
が
た
つ
き
は
な
い
か
、
飛

来
物
に
備
え
て
、
外
側
か
ら
板

で
ふ
さ
ぐ
。

２
．
情
報
収
集
・
日
頃
か
ら
の
備

え
①
テ
レ
ビ
、ラ
ジ
オ
な
ど
、メ
デ
ィ

ア
か
ら
の
警
報
・
注
意
報
の
情

報
に
耳
を
傾
け
ま
し
ょ
う
。

②
土
地
に
古
く
か
ら
住
ん
で
い
る

方
の
過
去
の
災
害
情
報
に
も
耳

を
傾
け
ま
し
ょ
う
。

③
避
難
に
備
え
非
常
持
ち
出
し

品
な
ど
の
準
備
を
し
て
お
き
ま

し
ょ
う
。

３
．
土
砂
災
害
の
前
ぶ
れ
に
注
意

す
る
こ
と

①
雨
が
降
り
続
い
て
い
る
の
に
川

の
水
位
が
下
が
る
。

②
急
に
川
の
流
れ
が
濁
り
流
木
が

混
ざ
る
。

③
山
鳴
り
が
す
る
。

④
が
け
に
割
れ
目
が
見
え
る
。

⑤
が
け
か
ら
水
が
湧
き
出
る
。

⑥
が
け
か
ら
小
石
が
ぱ
ら
ぱ
ら
と

落
ち
る
。

４
．
避
難
の
時
に
注
意
す
る
こ
と

①
履
物
に
注
意
す
る･･･

裸
足
、

長
靴
厳
禁
。
ひ
も
で
し
め
る
運

動
靴
な
ど
。

②
で
き
る
だ
け
軽
装
で･･･

荷
物

は
で
き
る
だ
け
整
理
し
て
背
負

い
両
手
が
自
由
に
使
え
る
状
態

に
し
て
お
き
ま
す
。

③
足
元
に
注
意･･･
洪
水
時
は
水

面
下
に
マ
ン
ホ
ー
ル
、
側
溝
な

ど
の
危
険
が
潜
ん
で
い
ま
す
。

暗
い
場
合
は
懐
中
電
灯
を
使
用

す
る
な
ど
、
十
分
に
注
意
し
な

が
ら
避
難
し
ま
し
ょ
う
。

尊
い
命
を
救
う
た
め
に
は
、
バ

イ
ス
タ
ン
ダ
ー
（
傷
病
者
の
そ
ば

に
居
合
わ
せ
た
人
）
に
よ
る
応
急

手
当
が
極
め
て
重
要
で
す
。
も
し

も
の
時
の
為
に
、
あ
な
た
も
受
講

し
て
み
ま
せ
ん
か
？

尚
、
現
在
修
了
証
を
お
持
ち
の

方
で
前
回
受
講
し
て
か
ら
今
年
中

に
２
年
を
迎
え
る
方
は
、
再
講
習

を
受
講
し
て
く
だ
さ
い
。

■
講
習
内
容

（
１
）
心
肺
蘇
生
法
の
習
得

（
２
）
出
血
時
の
止
血
法
の
習
得

（
３
）
そ
の
他
応
急
手
当
に
関
す

る
こ
と

■
講
習
時
間

　

午
前
９
時
か
ら
正
午
ま
で
の
３

時
間
講
習
で
す
。

■
講
習
場
所

　

紀
美
野
町
消
防
本
部

火
災
・
救
急
・
救
助
は
１
１
９
番

「
消
す
ま
で
は　

出
な
い
行
か
な
い　

離
れ
な
い
」

次
回
の
普
通
救
命
講
習
・

再
講
習
は
７
月
８
日（
日
）

で
す
。

4月の消防の動き
●火災発生数…0件
【事故種別搬送人員】

管　内 管　外 合　計
急 病 38（　） 38(　)
一 般 負 傷 13（　） 13(　)
交 通 事 故 2（　） 2(　)
そ の 他 8（　） 8(　)
合 計 61（　） 61(　)

※（　）内については、ドクターヘリ搬送

■
受
講
料　

無　
　

料

■
申
し
込
み
期
限

　

受
講
し
よ
う
と
す
る
月
の
前
月

の
20
日
ま
で

■
申
し
込
み(

問
い
合
わ
せ)

先

　

紀
美
野
町
消
防
本
部　

警
防
課

ま
で

　
（
℡
４
８
９
─
６
３
０
２
）

■
そ
の
他

・
受
講
者
数
に
よ
り
、
日
を
改

め
て
実
施
す
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。

・
職
場
、
学
校
、
自
治
会
等
団
体

で
の
申
し
込
み
は
、
随
時
受
け

付
け
て
い
ま
す
。

～
危
険
物
安
全
週
間
～

６
月
３
日
～
６
月
９
日
は

危
険
物
安
全
週
間
で
す
。

台
風
や
集
中
豪
雨
の

備
え
は
万
全
で
す
か
！
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６月、草花や木々の葉が一段と緑を深める季節を迎え
ました。
そして、もうすぐ梅雨の時期を迎えます。この時期高
温多湿と過ごしにくく、体調管理には十分気を付けてく
ださい。
また､ 梅雨末期の集中豪雨には警戒が必要です。

町民カレンダー

　梅雨の頃には、梅の収穫も始まり、梅を利用した色
んな保存食を手作りされる方が年々増えてきたように
思います。数年前までは市販のものを購入していた我
が家でも梅酒・梅干しを手作りするようになりました。
手間はかかりますが、出来上がれば、梅干し一粒にお
いてもとても愛おしさがあり、味も格別のように感じ
られます。
　梅の効能を調べますと動脈硬化の予防、整腸作用、
胃もたれや食欲不振など数多くあるようです。特に梅
肉エキスは常備薬として保存しておくと重宝すると思
います。
　今回は、色んな利用価値のある「梅肉エキス」をご
紹介します。梅肉エキスとは、梅の果汁を弱火で煮詰
めアメ状にしたもので、手間はかかりますが、作り方
はとても簡単なので今年こそ自家製のものを作ってみ
てはいかがでしょうか。

梅肉エキスの作り方
（材料・用意するもの）
　青梅	 （5kg で約 100g のエキスができます）
　おろし器（陶器又はセラミック製）
　ボール（ガラス又はホーロー製）
　木綿の布

編 集 後 記 紀美野町の人口
総人口…………	10,473 人
　男　…………	 4,862 人
　女　…………	 5,611 人
世帯数…………	 4,604 世帯

（平成24年4月末現在）　　

　紀美野町面積 128.31km2

活
い

き生
い

きレシピコーナー（第24回） 　鍋（ホーロー製又は土鍋）
　木じゃくし
　殺菌した保存容器
※注意点…梅は酸が強いので金属製品は酸で溶ける恐

れがあるのでご注意下さい

（作り方）
　１ 、青梅は丁寧に水で洗い、水気を充分にきってお

く。
　２、おろし器で青梅の果肉を皮付きのまますりおろ

す。
　３、木綿の布に（2）のすりおろしたものを入れ、

汁を絞る。
　４ 、絞り汁のみ鍋に入れ、やや中火にし、全体が温

まってきたら、弱火にし加熱する。
　５、黄色いアクを丁寧に取り、木じゃくしで混ぜな

がら弱火でじっくり煮詰める。
　６、表面に光沢が出て、黒くトロリとして木じゃく

しですじが引けるようになったら火を止める。
　７、あら熱が取れたら保存容器に入れる。（常温で長

期保存ができます）
＊毎日食べる場合は、1 回分が耳かき 1 杯くらいのほ

んの少しの量です。梅の健康パワーで体調不良を吹っ
飛ばしましょう。

産業課より

日　時 イベント名 開催場所 問い合わせ（073）

６日（水） 移動町長室【27 日（水）】 美里支所 総務課 489-5912

住民室 495-3471

〃 7:10 ～ 出張観望会 和歌山市駅前 みさと天文台 498-0305

７日（木） 11:00 〜 犬ねこの譲渡講習会【10 日（日）・24 日（日）】 県動物愛護センター 県動物愛護センター 489-6500

10 日（日） 13:30 ～ 第 21 回町民大学講座・人権研修会 中央公民館 生涯学習課 489-5915

18 日（月） 天文台休館【～７月６日（金）】 みさと天文台 498-0305

20 日（水） 13:00 ～ 行政相談【～ 15：00】 中央公民館 総務課 489-5912

美里支所 住民室 495-3471

24 日（日） 13:30 ～ 第 22 回町民大学講座 中央公民館 生涯学習課 489-5915

30 日（土） 13:30 ～ わくわく！じどうかん 中央公民館 青少年センター 489-5909
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き
み

の
　

第
7

8
号

４
月
29
日
（
祝
）、
生
石
高
原

で
山
開
き
が
あ
り
、
晴
天
に
も
恵

ま
れ
約
３
，
０
０
０
人
の
観
光
客

ら
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

午
前
11
時
か
ら
登
山
客
ら
の

安
全
を
祈
願
す
る
神
事
が
行
わ

れ
、
そ
の
後
、
生
石
高
原
観
光

協
会
会
長
（
寺
本
町
長
）
や
「
第

62
回
全
国
植
樹
祭
」
の
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
「
キ
ノ
ピ
ー
」
ら
に
よ
る

テ
ー
プ
カ
ッ
ト
で
シ
ー
ズ
ン
の

幕
が
開
き
ま
し
た
。

山
頂
で
は
、
家
族
連
れ
ら
が
お

弁
当
を
食
べ
た
り
、
子
ど
も
た
ち

が
、
そ
り
遊
び
を
し
た
り
し
て
新

緑
の
高
原
を
満
喫
し
て
い
ま
し

た
。
ま
た
、
午
後
か
ら
は
海
南
高

校
美
里
分
校
の
生
徒
に
よ
る
和
太

鼓
の
演
奏
や
恒
例
の
景
品
付
き
餅

投
げ
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

年
間
約
4
万
人
が
訪
れ
る
生

石
高
原
は
、
こ
れ
か
ら
ハ
イ
キ
ン

グ
や
キ
ャ
ン
プ
、
そ
し
て
、
秋
の

ス
ス
キ
の
名
所
と
し
て
、
県
内
外

か
ら
多
く
の
観
光
客
で
に
ぎ
わ

い
ま
す
。

登
山
シ
ー
ズ
ン　

開
幕
! !

生
石
高
原
で
山
開
き

５
月
13
日
（
日
）
紀
美
野
町
青

少
年
育
成
町
民
会
議
、
青
少
年
育

成
委
員
会
主
催
で
、花
野
原
の「
ケ

ヤ
キ
集
会
所
」
を
発
着
点
と
し
て

紀
の
川
市
桃
山
町
垣
内
「
細
野
渓

流
キ
ャ
ン
プ
場
」
ま
で
ハ
イ
キ
ン

グ
し
ま
し
た
。

小
中
学
生
11
名
、
一
般
60
名
、

ス
タ
ッ
フ
13
名　

計
84
名
が
参
加

し
ま
し
た
。
快
晴
の
も
と
昨
年
新

設
な
っ
た
真
国
川
渓
流
沿
い
の
道

路
を
歩
く
と
、
山
は
新
緑
で
、
す

が
す
が
し
く
、
川
面
を
覗
く
と
水

は
透
き
と
お
り
底
ま
で
見
え
、
せ

せ
ら
ぎ
が
響
き
ま
す
。

新
緑
の
真
国
川
渓
流
を

満
喫
! !

（
春
の
ふ
れ
あ
い
ハ
イ
キ
ン
グ
）

昼
食
後
、
保
健
師
さ
ん
に
「
熱

中
症
の
予
防
」
の
お
話
を
聴
き
、

お
餅
撒
き
を
し
ま
し
た
。
町
内
最

大
の
「
ケ
ヤ
キ
の
大
木
」
と
「
穴

の
妙
見
」を
見
学
し
、元
気
に
帰
っ

て
き
ま
し
た
。

　『ライフコーダ』とは、万歩
計とよく似ていますが、歩数
を表すだけでなく、あなただ
けの運動量や運動の強度、総
消費カロリーを知ることがで
き、１週間の記録を見ること
ができます。
　返却後には、装着期間中の生活パターン（身体活
動）を、グラフや表にして確認していただけますし、
健康相談もお受けできます。
　下記のとおり、町民の皆さまに貸し出しを行なっ
ていますので、ご希望の方は、保健福祉課にご連絡
ください。

【貸し出し条件】
対　　　　象　20 歳以上の紀美野町民の方
貸し出し期間　１回の貸し出しは、２週間以内です。
　　　　　　　（１回、更新できます。）
貸し出し台数　30 台
※故意の破損や紛失の場合は、実費をいただく場合

があります。

あなたの健康づくりを応援する
『ライフコーダ』の
貸し出しを行っています！

登山者らの安全を祈願する神事


